
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人 林檎の里 
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私たち社会福祉法人「林檎の里」は飯綱町芋川の地

に自閉症支援施設「あおぞら」を開設して２５年目を迎

えました。 

 町内にグループホームを４カ所と日中活動センターを

長野市上駒沢地区に２カ所の施設を運営し、知的障が

いをお持ちの方々のご支援を続けております。 

 また、飯綱町からの委託を受け、メーラプラザ内に地

域活動支援センターを運営し、皆様のご相談にお応え

をしております。 

 日頃から地元地区の皆様、飯綱町並びにご利用され

ているご家族の皆様には、多大なご支援とご協力を賜

わり、感謝申し上げます。 

 現在、利用者６６名職員７６名が生活を共にしており、

2 カ所の日中活動センターに２６名が通所し活動してお

ります。 

 長く続きました新型コロナウィルス対策も落ちつき、制

限された中での活動から元の生活に戻ってきました。 

職員も基本の生活プログラムに加えて個人別の支援目

標と計画を作成して、これに基づき２４時間３６５日交代で

支援を続けております。 

 社会的にも働く人手不足や環境の変化等で様々な課

題も抱えておりますが、利用者と職員が“あおぞら”を向

いて生活できることを目指すことに変わりはありません。 

 近年の集中豪雨による災害に備えて、あおぞらの施設

上部に砂防ダムの建設を長野県にお願いしており、工事

用道路の拡幅工事が始まりました。地域の皆様には大型

車の通行等でご迷惑をおかけいたしますが、ご理解をお

願い致します。 

なおメーラプラザ内あおぞら相談室には利用者の方々

が製作した作品も展示しておりますので、お気軽にお立

ち寄りいただきご覧ください。 

 今後とも林檎の里にご理解とご支援・ご協力を賜ります

ようお願い申し上げます。 

理事長 櫻井和夫 
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グループホーム 

～人生をより豊かに～ 

グループホームは、主に夜間において利用者さんの生活を

支える場所ですが、人生をより豊かにする場所でもありま

す。人生をより豊かにして頂く為、それぞれの自分の生き

方、希望などそれぞれの生活を尊重した支援に取り組んでい

ます。 

グループホームは、利用者さんと職員との距離が近く、利

用者さんに寄り添い、一緒により良い生き方を考えやすく、

働く職員にとってもいろいろと考えさせられたり、学ぶこと

が多いです。 

利用者さん、職員の両方の人生を豊かにしてくれる場所で

す。 

自閉症支援施設あおぞら（施設入所） 

～作品制作中！～ 

コロナ禍が明け、あおぞらでは感染症前に行って

いた活動を取り入れつつあります。 

たとえば、アスレチックへ遊びに行ったり、動物

園へ行きピクニックをしたりなどを行い日々の生活

を楽しまれています。 

館内では「アートワーク」と称した活動を定期的

に行っています。たとえば、過去に画用紙に好きな

色の絵の具を垂らし、それをビニール袋へいれ手で

好きなように色を伸ばし模様を描くといった活動を

行いました。利用者さんそれぞれ思い思いのままに

色を付け描かれており沢山の作品が出来上がりまし

た。現在はあおぞら内にて展示中です。 

～コースター作り～ 

表紙のコースターは手先がとても器用な

Kさんの作品です。 

その器用さを活かして平日午前中の作業

の時間にコースター作りに取り組んでいた

だいています。布の糸目に沿い糸を縫い込

んでいく細かい作業ですが K さんは難な

く端で縫い終わってしまいます。色とりど

りの糸が縫い込まれたコースターはどれ一

つ同じものがなくすべて K さんらしさが

あふれる素敵な作品に仕上がっています。

コースターづくりは職員とのコミュニケー

ションの時間でもあります。 

「K さん、今日は何色の糸がいいです

か？」「青！！」今日もまた素敵なコース

ターが完成しそうです！ 



長野県登録〔6027〕号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日中活動支援センター（生活介護） 

～穏やかな日常～ 

あおぞら日中活動支援センターでは、利用者さんそれぞ

れにあった活動を、“おひとりおひとり”の“思い”（祝日

のお昼メニューを選らんでいただく意思決定支援）を大切

にしながら提供し、季節を感じながら楽しめる余暇企画の

実施も行っています。 

 その中で年明けには「書き初め」を行っていただきまし

たが、何回か行ううちに毎年の行事として定着しつつあり

ます。また利用者さんご自身が安全に過ごしていただくた

めに、避難訓練も実施し参加していただいています。これ

からも利用者さんが穏やかに過ごしていただけることを第

一に日中活動の支援を提供していきます。 

 

相談支援室あおぞら ・飯綱町地域活動支援センター 

～お独りで悩まずご相談を～ 

令和 2 年より飯綱町多世代交流施設

「メーラプラザ」内において、飯綱町

から委託を受けて「飯綱町地域活動支

援センター」の業務を開始して 5 年目

になりました。町内に暮らしている障

がいのある方たちが気軽に立ち寄り、

困りごとを相談したり、仲間と交流し

たり、個人に合った様々な活動を楽し

まれています。地域社会と関わる場所

として「ちかつセンター」を利用して

いただいています。 

「相談支援室あおぞら」が行う相談支

援事業では、障がいのある方が地域社

会で暮らしていく中で、ご本人が望ま

れる生活ができるよう、一人ひとりの

困りごと・悩みの相談に応じて、障が

い福祉サービスがスムーズに受けられ

るよう、飯綱町や福祉事業所、ご家族

や関係者と連携したり情報提供などの

サポートを行っています。 

 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専門職からの情報 

障がい福祉の現場から～職員の声～ 

4 月に入職して、あっという間に 3 ヶ月が過ぎました。日々の業務についていくのがやっとですが、

徐々に視野が広がってきていることを実感します。 

しかし、利用者さんの思いをくみ取る事に日々苦慮しています。上司や先輩職員との情報共有を徹底

し、気づいたことがあれば、どんなことでも相談したいと思っています。いただいたアドバイスはノート

にメモし、後で振り返って勉強しています。職場環境は私に合っており、毎日が楽しいです。 

最後に、私にとって福祉職は「人から学ぶ」ということであり支援に携わるうえで大切にしていること

です。 

施設支援部支援員 K 

人と関わる仕事がしたいと思い障がい福祉の仕事に携わっています。入職から３ヶ月ほど経ちますが、

初めは驚きや戸惑いも多くまだまだ利用者さん一人ひとりの嗜好や特徴について把握出来ていない部分が

多く、職場の皆さんに支えられながら試行錯誤の日々を送っています。 

利用者さんの嗜好は時期や気分によって変化する方もいらっしゃるため、日ごろの食事支援やウォーキ

ング、ドライブなどの活動を通して毎日少しずつ利用者さんとの信頼関係を築きあげていきたいと思いま

す。私自身そういった障がい特性の理解を深め、その中で利用者さん一人ひとりに適した食事提供を行

い、ご利用者の皆さんが健康に過ごしていただけるよう努力していきたいと思っています。 

管理栄養士M 

 

～体調管理においては他人の意見も参考に～ 

体調管理というのは、多くの人たちが意識している部分ではないかと思いま

す。 

しかし、自分で体調管理をするというのは、やや難しい面があるのです。と

いうのも、多くの人たちには無理をしがちという傾向がみられます。 

特に仕事をしている状況においては、少々体調に問題があっても、気にしない

で普段通りに仕事を続けるということがよくあるのではないでしょうか？ 

つまり、自分の体調に関しての判断は、自身では正確に行いづらい可能性が

考えられます。そうなると、最終的には体調がかなり悪化しており、長期的に

仕事ができない、欠勤せざるを得ない状況もあり得るでしょう。 

その状況を防ぐためには、周りの人たちの意見も参考にした方がいいのでは

ないか？と思うのです。体調について見極める必要があるときには、自分の感

覚のみではなく、家族や友人、同僚などに相談するというのもおすすめです。 

作業療法士 I 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～わたしの知る発展途上国のお話～ 

大きな都市部には国立病院や個人病院がありますが交通費をかけ

てまで行けない都市部から遠い田舎暮らしの人たちは病院へ罹らず

どうしているでしょう！？ 

 生活の中で大手スーパーなどに売られている添加物の入ったパッ

ケージ商品や消毒された精肉魚はあまり購入せず、家族や知人が作

る農作物や家畜、海辺で採れた魚を採れた時に食べるなど、身近で

知っていて安全と思うものを口にする事で基本的な健康を心がけて

いる印象です。そして具合の悪い時は会社や学校は 1 週間くらいは

ゆったりお休みをし、頭痛時にはキャベツの葉を頭に巻く、熱があ

る時はフィーバーグラス（レモングラス）のお茶、皮膚のかぶれや

虫刺されにはアロエの葉肉を塗る、咳で苦しい時はラム酒を胸に塗

る（ベポラップ）など、昔ながらの風習が今でも生活に根付いるの

で（民間ハーブドクターが重宝されるほど）病院へ罹らなくてもあ

る程度の体調不良は家で看ることが多いです。 

そんなゆったりとした生活習慣と年中あたたかな気候はガンを抑

制し笑顔で周りの人々を気遣う余裕から孤独死もないのだろうな、

と想います。 

病院から福祉施設に携わるようになり 6 年が過ぎ、「病人を看る」

ことから日中の過ごし方で「病人にならないように健康を維持でき

る」ように心がけながら、利用者さん・支援員さんと楽しく悩みな

がら駆け抜ける毎日です！ 

看護師M 

 

～脱水症状のサインはご存じですか？～ 

季節が進み、暦の上では“秋“になりましたが、厳しい残暑が続いています。 

のどが渇くのもひとつのサインですが、それでは気づかない方もいらっしゃい

ます。脱水によるサインを見逃さないようわかりやすいポイントを押さえてい

きましょう！ 

①手足が冷たくなる 脱水症になると、手足には血液がいかず冷たくなりま

す。握手をすることで手の冷たさを確認してみましょう。 

②皮膚をつまんでみる 皮膚には水分がたくさん含まれていて弾力があります

が、脱水症では水分が減り弾力もなくなります。皮膚をつまんで 3 秒間以上元

にもどらないときは脱水を疑いましょう。 

③親指の爪を押してみる 指先は血管が細いので、変化が出やすい部分です。

親指の先を抑えて赤みが元に戻るのが遅いときは脱水を疑いましょう。 

④脇の汗を確認してみる 通常、脇の下は汗による潤いがあります。脱水症に

なると、汗が出なくなり脇が乾燥します。 

水分をしっかりと摂り、まだまだ熱中症対策には気を付けていきましょう。 

栄養士 O 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法人本部  

自閉症支援施設 あおぞら 
〒389-1201 飯綱町大字芋川 6013-6 

Tel 026-253-1299 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

相談支援室 あおぞら  
＜飯綱町メーラプラザ内＞ 

〒389-1206 飯綱町大字普光寺 920 

Tel 026-253-7519 

 

 グループホーム 

 
グループホームひこうき雲 〒389-1204 飯綱町大字倉井 1986-2 tel 026-253-3540(夜間) 

グループホームつばさ 〒389-1206 飯綱町大字普光寺 296-3 tel 026-253-4130(夜間) 

グループホームひまわり 〒389-1201 飯綱町大字芋川 89-5  tel 026-253-4825(夜間) 

グループホームふなくぼ 〒389-1206 飯綱町大字普光寺 555 tel 026-253-3160(夜間) 

※日中帯は法人本部へご連絡ください。 

飯綱町 
日中活動支援センター 
〒389-1206 
飯綱町大字普光寺 296-10 

Tel 026-219-2057 

 

あおぞら 
日中活動支援センター 
〒381-0082 
上駒沢 909-10 

Tel 026-296-5337 

 

グループホーム上駒沢 
〒381-0082 
上駒沢 908-11 

Tel 026-295-2297 

 

長野市 

ひこうき雲 ひまわり つばさ ふなくぼ 

法人ホームページ 

QR コードはこちら→ 

社会福祉法人林檎の里 検索 

林檎の里は、飯綱町芋川地区にあります自閉症支援施設 

あおぞらを中心に、障がいをお持ちの方が数名のグループで

生活するグループホームと、日中の活動を行う施設を運営 

している法人です。 

 

 

～事業所紹介～ 

 



 

決算額（千円）

流動資産 148,545 ＊短期的に使用する資産

現金預金 69,060 法人の運転資金

未収金 79,485 未入金の介護給付費、補助金等

固定資産 656,843 ＊長期的に使用する資産

土地・建物等 413,577 事業用の土地、建物、附属設備等

器具及び備品等 25,803 事業用の器具備品、機械装置、車輛等

退職給付引当資産 24,147 職員退職金のための外部への積立金

施設整備等積立資産 192,200 運営・施設整備のための積立金

その他の固定資産 1,116

805,388 （負債・純資産の合計額と一致）資産合計

資産（どのように使われているか）
内容説明

項　目
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　事業活動計算書とは、一会計期間における経営活動の成果、すなわち法人の純資産がどれだけ増加したかを、その増減要因別に

明らかにしたものです。収益(増加要因）から費用（減少要因）を控除して増減額を表します。

　その中でも重要な「経常増減差額」は、法人の通常の事業活動による成果を示しています。この増減額を原資として、将来の法人

運営の財源となる積立等をしつつ、純資産が増えていくことが望ましい経営状態となります。また、建物等の長期間使用する固定資

産は、その耐用年数により分割して費用を計上しますが、これを「減価償却費」と呼び、再投資の目標値とされています。

　当法人では、今年度の経常増減差額は、18,838千円となり純資産が増加しています。減価償却費は21,428千円で、これに対応する

運営財源となる積立金は28,000千円となり、健全な経営状態となっています。

決算額（千円） 内容説明

介護給付費収益 412,567 介護保険からの給付費収益

自閉症支援施設あおぞら 229,337 定員40人  年延数：15,205人（施設入所）10,128人（生活介護）

日中活動支援センター 101,230 定員40人  年延数：8,140人（生活介護）

グループホーム 80,318 定員26人  年延数：9,408人（共同生活援助）

相談支援室 1,682 計画相談支援給付費（相談・ケアプラン作成等）：103人

利用者負担金収益 55,420 利用者負担金（食事代、日用品費、水道光熱費等）

その他の収益 27,792 補助金・受託金・寄付金・利用者外給食収益等

495,779

人件費 347,477

事業費 100,478
給食費25,275千円　業務委託費19,640千円　賃借料4,611千円

水道光熱費19,913千円　消耗備品費10,403千円等

減価償却費 21,428 固定資産の時間経過による価値の減少費用

その他の費用 7,558 利用者外給食費等

476,941

18,838 ＊法人の通常の事業活動により生じた増減額

0

当期活動増減差額（E）＝（C）＋（D） 18,838 ＊法人の一年間における最終増減額

161,146 事業開始から前期末までの増減額の累計額

28,000

151,984 事業開始から当期末までの増減額の累計額

当期積立金積立額（G）

次期繰越活動増減差額（E）＋（F）－（G）

項　　目

収

益

事

業

内

訳

経常収益（A）

前期繰越活動増減差額（F）

費

用

経常費用（B）

経常増減差額（C）＝（A）－（B）

特別増減差額（D）

ˤ סּ ˥

　貸借対照表とは、決算日（3/31）時点の法人が所有する資産（財産等）と、負債（借入金等）、純資産（寄付金等）の状況を示したものです。

　資産は運用形態（財源はどのように使われているか）、負債・純資産は発生源泉（財源はどのように調達しているか）を表しています。

　当法人では、流動資産が流動負債よりも上回っており短期的な資金繰りは良好な状態となっています。また、負債及び純資産合計に占める負債合計の割合が少

ないため、債務への依存度が低く安定した状態となっています。

決算額（千円）

流動負債 43,806 ＊短期的に支払義務のある債務

未払金等 24,414 未払となっている業者等への支払

リース債務 1,634 １年以内に返済するリース料

賞与引当金 17,758 翌期賞与に係る当期負担見込額

固定負債 24,879 ＊長期的に支払義務のある債務

リース債務 732 返済までに1年を超えるリース料

退職給付引当金 24,147 職員退職金のための債務

68,685

内容説明

基本金 202,365 法人設立時の寄付金等

190,154 固定資産整備の財源となった補助金

192,200 積立資産に対応する積立金

151,984 事業により増加した純資産額

736,703 ＊資産と負債の差額・法人の純財産

805,388 （資産の合計額と一致）負債及び純資産合計

施設整備等積立金

次期繰越活動増減差額

純資産合計

負債合計

純資産（どのように調達しているか）

国庫補助金等特別積立金

負債（どのように調達しているか）
内容説明

項　目



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▽相談支援室あおぞらでは… 

『あおぞらよろず相談窓口』を 

開設しております。 

障がいに起因する困り感や生きづらさなど、

解決に向けて相談員が一緒に考えます。 

相談の費用もかかりませんので、 

まずはお電話をお待ちしております。 

 

 

毎月最終金曜日 10：00～15：00 

メーラプラザ（飯綱町多世代交流施設） 

Ｅメール：soudan-aozora@ngn.janis.or.jp 
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「地域の方どなたとも（障がいがあってもなくても）顔の見える距離で

スポーツを通して交流のできる大会にしたい」と、「SUN」「あおぞら」に

も声をかけていただき、飯綱町スポーツレクリエーション大会に参加し

ました。 

荷物のあるベンチに座っちゃったり、何度も線からはみ出して投げ

てしまったり、違和感のある行動にどうしても初めは「えっ」という反応

もいただきましたが（当然ですよね）、一緒にゲームをしているうちに

「真面目にやってるんだ」「楽しいんだ」ということが伝わり、自然と多少

のことは許容していただき、ゲームが成立していました。地域生活、社

会生活もそうありたいですよね。 

「健康維持の為にウォーキング！」 

・時間や場所を問わず、気軽に体を動かせるのがウォーキン

グの魅力。 

道具などの費用もかからないので経済的で、健康や美容の効

果が期待出来ます！ 

・朝の涼しい時間帯でのウォーキングなら、暑くもなく気分

もリフレッシュ出来、ストレス発散効果などもあります。 

・継続する為には最初から頑張り過ぎない方がいいです。 
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